
仏

教

史

専

攻

盂

蘭

盆

会

に

つ

い

て中

御

門

順

良

ヘ
ノ一　

盂

繭

盆

は
倒

懸

と

い

う

意

味

の
梵

語

帥
く
P
H
P
日
ぴ
P
⇔
餌

か

ら
転

化

し

た

ウ

ラ

ン
バ

ナ

u
!
!
a
m
b
a
昌
a

の

音

訳

で

、

イ

ソ

ド

農

耕

社

会

に

広

く

み

ら

れ

る

祖

先

崇

拝

に

発

し

た

も

の

の

よ

う

で

あ

る

。

そ

こ

で

望

月

氏

は

ウ

ラ

ン

バ

ナ

u
!
!
a
m
b
a
n
a

で
あ

る

と

云

い

、

高

楠

氏

は

ウ

ル

ン

パ

ナ

u
!
Z
u
ra
p
a
n
a

と

い

つ
て

い

る

が

、
慧

琳

音

義

が

誤

つ

て

こ

れ

を

ウ

ラ

ン
バ

ナ

u
!
:L
a
m
b
a
n
a

と

し

た

。

ウ

ラ

ン
バ

ナ

u
!
!
a
n
l
b
a
,n
�

は
懸

空

と

か
倒

懸

と

か

云

う

意

味

で

あ

る

。

ウ

ル

ン

パ

ナ

ρ
H
]-l

u
m
p
a
n
a

は

特

殊

の
仏

教

語

で

あ

る

為

に

慧

琳

は

誤

つ
た

の

で

あ

る

。

懸

空

は

行

の
意

味

を

も

為

さ
な

い

。

ウ

ル

ン

.ハ
ナ

u
!
P
u
m
p
a
n
a
.

の
語

は

パ

ー

リ

語

南

伝

仏

教

で

は

通

用

せ

ら

れ
、
梵
語
に
も
名
義
大
集
に
こ
の
語

は
あ
る
か
ら
間
違
は
な

い
。

こ
れ
は
祖
先

供
養

の
儀
礼

で
も
あ
り
、
同
情
救
済

の
祭
式

で
も
あ

る
と
高
楠
氏
は
述
べ
て
い
る
が
、
結
局

盂
藺
盆
と
は
ウ
ル
ン
パ
ナ

⊆
P
P
強
B
b
ρ
β
ρ

と
い
う
意
味
が
最
適

し
て
い
る
。

盂
蘭
盆
経

に
日
く
。

大
汀

乾

(
讐
)
連
始
得
六
通
。
欲
雙

父
母
乳
哺
之
愚
。
即
以
道

眠
観
視
世

間
。
見
其
亡
母
生
餓
鬼
中
。
不
見
餓
食
皮
骨
連
立
。
目

連
悲
克
。
即
鉢
盛
飯
往
蚋
其
母
。
母
得
鉢
飯
。
便
以
左
手
障
飯
右

手
搏
師
食
米
入

口
化
、
成
火
炭
。
遂
不

得
食
。
目
適
大
叫
悲
号
啼

泣
。
瞞
選
白
仏
。
具
陳
如
此

(
中
略
)
仏
言
。
大
善
快
間
。
我
正

欲
説
。
汝
今
復
問
。
善
男
子
。
若
有
比

丘
比
丘
尼
。
国
王
太
子
王

子
大
臣
宰
相
。
三
公
百
官
万
民
庶
人
。

行
孝
慈
者
。
皆
応
為
所
生

現
在
父
母
。
過
去
七
世
父
母
。
於
七
月
十
五
日
。
仏
歓
喜
日
。
僧

自
恣
臼
。
以
百
味
餓

食
安
盂
蘭

盆
中
。
施
十
方
自
恣
円
。

と
、
こ
れ
を
孟
繭
盆
会

の
起
源
と
す

る
。

　二　

印
度
、
西
域
に
於
け
る
盂
蘭
盆
会
に

つ
い
て
は
、
大
唐
西
域
記

や
南
海
寄
帰
内
法
伝
等

に
見
え
て
い
な

い
か
ら
、
支
那
側
の
資
料
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で
は
明

ら
か
に
す

る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
そ
の
こ
と
を
知
る
た

め
に
は
、

一
切
経
音
義
巻
三
十
四
に
よ
る
と
孟
夢
盆
の
説
明

に

案
西
国
法
云
云

と
い
つ
て
い
る
か
ら
、
印
度
、
西
域
で
も
実
際
に
行
わ
れ
た
。
ま

た
中
国
に
於

い
て
仏
祖
統
紀
巻
三
十
七
に
、
大
同
四
年

(
五
三
八
)

梁
武
帝
が

帝
幸
同
灘
寺
設
孟

藺
盆
斉

と
記

し
、
南
北
朝
の
頃

に
な
る
と
南
方
で
こ
の
盂
繭
盆
会
が
設
け

ら
れ
た
こ
と
は
痢
.楚
歳
時
記
の
七
月
十
五
日
の
条

に
、

僧
厖
道
俗
悉
営
盆
供
諸
仏

と
見
え
て
い
る
の
で
明
か
で
あ
る
と
思
う
。
こ
の
頃
に
は
官
民
道

俗

の
間
に
盂
藤
盆
の
行
事
が
修
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。

ラ任

我
国
に
於
け
る
盂
蘭
盆
の
行
事
は
古
く
は
推
古
帝
十
四
年

(
六

〇
六
)
に
始
ま

つ
て
居
り
、
日
本
書
紀
津

二
十
二
の
そ
の
年

の
条

に
、是

の
年
よ
り
初

め
て
寺
毎
に
、
四
月
八
日
、
七
月
十
五
日
斉
を

設
け
し
む

と
い
う
記
録
が
見
ら
れ
る
が
、
同
じ
く
斉
明
帝

の
時
代
に
も
行
わ

れ

て
お
り
、
同
書
矛
二
十

六
の
同
天

皐
三
年

(
六
充

七
)
秋
七
月

の
条

に
、

辛
丑
。
杉
弥
山

の
像
を
飛
鳥
寺

の
西

に
作
り
、
且

つ
孟
繭
盆
会

を
設
く
。

と
い
う
の
が
始
り
で
あ
る
だ
ろ
う
。
こ

の
こ
と
に

つ
い
て
は
大
和

の
飛
鳥
寺

の
西
に
須
弥
山
の
形
を
設
け

て
盆
会
を
修
行
し
た
と
い

う
が
、
こ
の
須
弥
山
像
を
作

る
と
い
う

こ
と
は
今
ま
で
盂

繭
盆
会

に
関
係
し
た
上
で
は
聞
い
た
こ
と
は
な

い
と
山
上
氏
は
い
う
が
、

そ
の
こ
と
は
分
ら
な

い
が
恐
ら
く

は
厳

壇
に
は
東
西
南
北
中
央
な

ど
に
旗
ま
で
立
て
て
荘
厳
す
る
様
な
こ
と
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
も
須
弥
に
関
係

し
て
い
る
結
果
い
わ
ゆ
る
須
弥
壇

の
様
な
物
を
作

つ
て
そ
れ
を
厳
壇
と
し
て
荘
厳
し
た
も

の
で
あ
る
。

此
年

に
は
鎌
子

の
創
し
た
山
階
寺
に

て
も
始
め
て
維
摩
会
を
修

行
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
蒔
は
仏
教

の
種

々
の
儀
式
が
漸

く
盛
ん
に
赴
を
始
め
た
か
ら
、
こ
の
盆
会
も
又
盛
ん
に
行
わ
れ
た

が
詳
し
い
こ
と

は
分
ら
な
い
。
よ

つ
て
飛
鳥
寺
と
は
法
興
寺

の
こ

と
で
薙
我
馬
子

の
本
願
に
よ

つ
て
真
神
原

に
興
立
し
て
法
興
寺
又
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は
元
興
寺
と
号

つ
た
。

こ
れ
は
大
和
高
市
郡
に
在

つ
た
も
の
で
、

大
体
盆
会
修
行
の
位
置
を
知
る
事
が
出
来
る
。
し
か
し
そ
の
翌
々

年

に
は

一
層
盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
斉
明
帝
五
年

(
六
五
九
)

秋
七
月

の
条
に
、

庚
富
。
群
臣
に
詔

し
て
京
内
の
諸
寺

に
於
い
て
、
孟
蘭
盆
を
勧

講

し
、
七
世

の
父
母

に
報
ぜ
し
む

と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
て
経
講
も
設
斉
も
盛
ん
に
行
わ
れ
全
国

に
も
普
及
さ
れ
始
め
た
も
の
で
あ
る
。
聖
武
帝

(
七
二
四
～
七

四

九
)
の
畔

に
至
り
そ

の
供
物
を
大
膳
職
に
於
い
て
備
え
る
こ
と
に

な
り
、
以
後
盂
藺
盆
会
は
朝
廷
に
於
け
る
恒
例
行
事
と
な
る
と
共

に
、
諸
寺

に
於
い
て
も
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

つ
た
。
平
安
時
代
の

宮
中
盂
藺
盆
会
は
内
蔵
寮
が
御
盆
供
を
供
え
、
天
皇
も
礼
拝

し
た
。

ま

た
寺
院
で
も
、
盆
会
、
歓
喜
会
を
設
け
三
界
万
霊
を
供
養
す
る

風
習
が
ひ
ろ
く
行
わ
れ
て
い
る
。
鱗
倉
時
代
に
入
る
と
万
灯
会
が

行
わ
れ
、
こ
の
頃
に
は
灯
籥
を
あ
げ

て
先
亡

の
供
養
を
修
し
、
そ

れ
が
民
間
に
も
行
わ
れ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ

る
。
室
町
時
代
の

初

め
に
は
念
仏
踊
が
な
さ
れ
、
こ
れ
が
発
展

し
て
後

匹
盆
踊
と
な

る
。

酌　

一
般

で
は
、
七
月
十

三
日
に
は
亡
霊
此
世

に
来
る
と
称

し
、
家

の
内
外

に
火
を
点
じ
て
こ
れ
を
迎
え
、
十
四
陶
十
五
日
の
両
日
に

は
屋
内
に
止
ま
る
を
以
て
位
牌

の
前

に
果
物
、
野
莫
等
を
供
え
、

ま
た
切
子
灯
籠
を
吊

し
て
'こ
れ
を
慰

め
る
。
或

は
供
物

、
灯
籠

の

類
を
墓
所
に
お
く

こ
と
が
あ
る
。
十

六
日
の
夜
は
亡
霊
の
再
び
此

世
を
去
る
時
な
れ
ば
門
外
又
は
河
岸

に
松
火
を
点
じ

て
こ
れ
を
送

る
。
又
此
隣
.を
以

て
供
物
灯
籠
を
河

に
流
す
こ
と
が
あ
る
。
此
行

事
を
霊
祭
又
は
精
霊
祭
と
称

し
、
十
三

日
の
野
火
を
迎
火
、
十

六

日
の
野
火
を
送
り
火
と
称
す
。
所
に
よ
り
て
は
死
者
が
あ
り
て
の

ち
始
あ
て
迎
え
る
盆
会
を
新
盆
と
い
い
、・
十
四
、
十
五
の
両
日
は

檀
那
寺

よ
り
僧
を
請
じ

て
読
経
を
営
み
こ
れ
を
棚
経
と
称
す
。
十

六
日
の
晩
は
寺
社
の
境
内
に
て
老
若
男
女
が
集

つ
て
踊
り
こ
れ
を

盆
踊
と
称
す
。

こ
の
孟
蘭
盆
会

は
悪
趣

に
堕
せ
し
先
亡
の
苦
患
を

除
く
為
に
修
す

る
と
こ
ろ
な
れ

ど
も
、
浄
土
真
宗
に
て
は
追
善
、

追

福
を
な
さ
ざ
る
が
故
に
こ
れ
を
歓
喜

会
と
称
す
。
日
本
古
来
の

祖
先
崇
拝

の
民
族
精
,神
を
生
か
し
て
家
族
制
度

の
崩
壊
さ
れ

つ
つ

あ
る
現
今
に
於

て
は

一
層
よ
く
時
代
に

マ
ツ
チ
し
た
方
法
で
益
々

一96一



纛
鱒
盆
会
を
重
要
視
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

北
周

武

帝

の
廃

仏

に

つ

い
て

若

麻

績

修

支
那
に
於
て
隋
が
国
土
を
統

一
し
、
引
き
続

い
て
唐
が
強
大
な

国
冢
を
形
成
し
た
頃

(
五
八

一
～
七
五
〇
)
、
印
度
で
は
見
る
事

の
出
来
な
い
形
載
と
内
容
を
持

つ
た
仏
教
、
'
即
ち
天
台
、
華
厳
、

念
仏
、
禅
な
ど

の
様
な
所
謂
支
那
独
自

の
仏
教
が
ぞ
く
ぞ
く
大
成

.塔
れ
て
、・
支
那
に
於
け
る
仏
教

の
黄
金
時
代
を
築

い
た
の
で
あ
る
。

常
盤
大
定
博
士
の
著
を
見
る
に
、
支
那

に
於
け
る
仏
教
の
歴
史

的
発
展
に

つ
い
て
隋

唐
代

(元
宗
ま
で
)
を
支
那
仏
教

の
建
設

時
代
、
南
北
朝
代
、
北
周
吏
で
を

(
四
〇
〇
～
五
八
〇
)
、
研
究

時
代
と
し
て
展
開
し
て
お
ら
れ
る
様

に
、
隋
唐

の
如
き
大
発
展
の

源
泉
は
政
治
、
思
想
丶
.軍
事
共
幾
多

の
変
遷
を
重
ね
、
世
状
が
非

常

に
に
ぎ
や
か
で
あ

つ
た
南
北
朝
代
に
発
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
直
接
的
契
機
と
な

つ
た

の
は
、
北
周
武
帝

(
五
六

一
～
五
七
八
)

に
依
る
宗
教
全
廃

に
発
す

る
も
の
と
考

え
ら

れ
る

の
で
あ
る
。

塚
本
善
隆
博
士
は
著

「北
周

の
廃
仏
」
た
於
て
、
全
十
章
に
わ

た
つ
て
そ

の
廃
仏

の
経
遍
を
く
わ
し
く
論
述
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、

そ
れ
を
要
約
し
て
、
馬
武
を
し
て
廃
仏

に
奎
ら

し
め
た
根
本
原
因

は
、

一
、
周
礼
復
古

の
標
榜
と
強
い
中
華
優
越

の
意
識
に
依
る
外

教
へ
の
軽
蔑
視
乃
至
拒
否

の
意
識
感
情

に
よ
る
廃
毀
。
ご
、
富
国

強
兵

(
北
斉
計
伐
)

の
為

の
廃
毀
。
繭二
、
仏
教
の
真
を
あ
や
ま
り

ゆ
が
め
、
堕
落
し
て
い
る
現
在
教
団
を
廃
し
、
具
体
的
現
実
に
即

し
た
真
仏
教
を
具
現
し
顕
現
す
る
為
の
廃
毀
。
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

私
は
本
論
が
北

周
の
廃
仏

に
つ
い
て
最
も
事
実
を
教
え

る
も

の
と
受
け
取
り
、
準
拠

し
て
さ
ら
に
そ

の
前
后
に
於
け
る
廃
仏
、

北
魏
太

武
帝

(
四
二
四
～
四
五
二
)
、
唐
武
窄

(
八
四

ケ
～
八
・四

六
)
、
後
周
世
宗

(
九
五
四
～
九
五
九

)
、
.所
謂

馴、三
武

マ
宗
の

法
雄
」

の
論
拠
と
比
較
す

る
事

に
依

つ
て
、
北
周
廃
仏

の
特
異
性

を
求

め
つ
Σ
、
支
那

に
於
け
る
仏
教
受

容

の
歴
史
的
変
遷
の
形
態

を
知
ろ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

一
例
と

し
て
、
前
後

の
廃
仏

の
詔
と
北
周
の
廃
仏
の
詔
を
対
比
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